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研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

 

＜研究課題名＞ 

位相角(Phase angle)と栄養指標との関連性についての観察研究 

 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実施し

ています。 

 

１．研究の対象 

 

2016 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日に藤田医科大学病院で体組成測定が実施され

た患者様 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

栄養療法は、栄養過多と低栄養のどちらにおいてもその改善は治療の一環として

の役割を果たし、その重要性が明らかとなっています。栄養療法は、適切な栄養ス

クリーニングや栄養評価に基づいて行われます。今回、体組成測定時に瞬時に得ら

れる位相角（Phase angle：PA）が疾病時の適切な栄養評価指標となりうることを明

らかにすることで、PA を簡便な栄養指標として、患者様の栄養療法に役立てること

を目的としています。 

方法： 

2016 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日に藤田医科大学病院で体組成測定が実施され

た患者様を対象とし、診療記録を閲覧して、体組成測定時に得られる位相角（Phase 

angle：PA）、筋肉量、体脂肪量、血液検査値、栄養投与状況、身体活動状況、入院歴、

転帰の関連性について評価します。 

 

研究期間：承認された年月日～2026 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 

電子カルテから以下の情報を取集 

・ 病歴 ・治療歴 ・体組成測定値 ・血液検査値 ・栄養摂取状況 ・ADL  
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・入院歴 ・栄養介入歴 ・転帰 

 

４．外部への試料・情報の提供 

なし 

 

５．研究組織 

研究責任者：藤田医科大学 医学部・内分泌・代謝・糖尿病内科学講座 

      教授 鈴木 敦詞  

 

６．除外の申出・お問い合わせ先 

試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾

者の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の

連絡先までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方そ

の他に不利益が生じることはありません。本研究に関するご質問等がありましたら下記

の連絡先までお問い合わせ下さい。また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報

及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが

出来ますのでお申出下さい。 

 

７．研究に係る費用について  

 なし 

 

８. 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

 

藤田医科大学病院 食養部 

担当者： 伊藤 明美 

愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 

電話 0562-93-2018 


